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通信インフラの進展と新たなコンテンツ・サービスへの期待

・固定系ブロードバンド接続は、FTTHの普及が総務省の予測より遅れているものの、低価格・高速化と
　いう技術革新の続くDSLの急速な普及により順調に拡大している。
・移動系通信では、IP接続契約が拡大を続け、11月末時点で携帯電話総契約数の８割に達した。データ
　伝送速度が速くなった第三世代携帯（３Ｇ）は約405万契約（総契約数の5.6％）となっている。
・最大２Ｍ～2.4Mｂｐｓという高速データ通信が可能となる３Ｇ（高速対応モデル）が、2003年秋にも本
　格サービスが開始される予定となっている。
・移動系、固定系含めたアクセス系のデータ通信インフラでは、さらに高速・大容量化する技術が実用
　化段階に入っているものもあり、今後も通信インフラの進展が予想される。
・このようなインフラの進展に対して、コンテンツ・サービスの不足が懸念されている。双方向通信な
　どインフラの特徴を活かした新たなコンテンツ・サービスの提供が期待される。

　　　[調査部(産業調査担当)　藤ノ木　健一]
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（備考）電気通信事業協会、総務省資料により作成。
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（備考）電気通信事業協会資料により作成。

携帯（PDC）

※最大2.4M。平均600ｋ以上。

速度(bps)※bps:bit per second

(拡張可能)

※2003年春：試験サービス開始。秋：本格サービス開始。
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図表３　移動系通信の伝送速度ロードマップ

（備考）各社資料より政策銀作成。
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P-MP方式(最大10Mbps)、P‐P方式がある。(1)

※無線LAN：無線ローカルエリアネットワーク ※FWA：加入者系固定無線アクセス
※FTTH：加入者系光アクセス ※xDSL：加入者系銅線高速アクセス
※CATV/HFC：加入者系同軸ケーブルTV網アクセス/光・同軸ケーブルTV網アクセス
(1)P-MP(1対多)方式、P-P(1対1)方式
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図表４　アクセス系データ通信ロードマップ

（備考）光産業技術振興協会資料に加筆。

　　図表１　固定系ブロードバンド通信の進展 　　　　　　図表２　移動系通信の進展（万加入） （万契約）
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